
千葉菌類談話会通信 37 号 ／ 2021 年 3 月 

38 

 

 

 

 

船橋県民の森で見られるきのこ 

 

氏家 文憲 

  

１.はじめに 

千葉県立船橋県民の森の所在地は、船橋市

大神保町586-２番地、隣接して船橋市青少年

キャンプ場があり、近くにかの有名なアンデ

ルセン公園もあります。自宅からは約 20 ㎞

とやや遠いので、気軽に観察に行ける場所で

はありませんが、伐木や倒木の集積場が多く、

それらに発生する硬質菌の観察にはもって

こい、また、４月中旬、サクラの樹下に発生

するノイバラハルシメジ（写真５）と、６月

と９月に青少年キャンプ場側に生じるタマ

ゴタケ（写真４）は、私が定点観察している

柏市の公園では見たことがないので、その時

期になるとどうしても訪れたくなります。ま

た、園内にはシイタケ栽培場もあり、原発事

故以来やや振るわなくなりましたが、廃棄ほ

た木の集積場で得られるお目こぼしのシイ

タケも楽しみの一つです。 

船橋県民の森は、面積 15 ヘクタール、樹

木はイヌシデ、ケヤキ、クヌギ、コナラ、ス

ギ、シラカシ、マツなどで、隣接する青少年

キャンプ場は面積８ヘクタール、樹種もほぼ

同じです。いつも両方一緒に徘徊するので、

利用者以外原則立ち入り禁止の後者は、管理

事務所に顔を出して許可を頂くようにして

います。 

 

２.観察年月日 

下記に示すように 2008 年から 2020 年に亘

り59回観察に出かけました。上述のように、

倒木に発生する材上菌の観察に向いている

ことから、冬季の観察頻度が多くなっていま

す。また、近年は初見のきのこに出合う機会

が少なくなり、きのこ観察熱が冷めつつある

こともあって、出かける頻度は激減しており

ます。 

 

（１）2008年・１回 

７月21日      

（２）2012年・10回 

４月 23日、５月７日、６月１・13日、７

月３日、８月８日、10月５日、11月２日、

12月２日、12月23日 

（３）2013年・７回 

２月２日、３月 15 日、４月 18 日、５月       

17日、６月17日、９月９日、11月８日 

（４）2014年・８回 

１月11日、４月８日、７月22日、８月29

日、９月９日、10月 29日、11月 30日、

12月25日 

（５）2015年・８回 

１月 23日、２月 27日、３月 20日、6月

30日、9月3日、10月21日、11月17日、

12月5日 

（６）2016年・７回 

１月６日、２月７日、３月23日、４月22

日、９月12日、11月16・23日 

（７）2017年・８回 

１月10日、３月２・28日、４月17日、

８月 17日、10月 24日、11月 17日、12
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月13日 

（８）2018年・２回 

１月18日、12月18日 

（９）2019年・１回 

３月26日 

（10）2020年・７回 

１月9日、２月29日、３月25日、４月10・

16日、６月29日、７月10日 

 

３.観察種（五十音順）（カッコ内確認月） 

あ行 

アイゾメクロイグチ（８・９月）、アイバカ

ラハツモドキ（青木氏仮称）（６・７・９・

10月）、アオゾメタケ（１・９・12月）、ア

オミドリタマゴテングタケ（８・９月）、ア

カキツネガサ（８・９・10月）、アカチャツ

エタケ（10・11月）、アケボノアワタケ（７

月）、アケボノドクツルタケ（６月）、アシ

グロタケ（10 月）、アシナガタケ（11・12

月）、アシブトアミガサタケ（５月）、アセ

タケ属の一種（９・10月）、アナタケ？（１・

11 月）、アミガサタケ（４月）、アミスギタ

ケ（６月）、アラゲカワラタケ（１・４・11

月）、アラゲキクラゲ（１・２・３・４・６・

10・11・12月）、アラゲニクハリタケ（３月）、

アワタケ（６・７・９・10月）、イグチ属の

一種（７・８月）、イタチタケ（４・６・７・

８・９・10・11月）、イタチナミハタケ（11

月）、イチョウタケ（７月）、イッポンシメ

ジ属の一種（コクサウラベニタケ？）（６・

10・11月）、イヌセンボンタケ（10月）、ウ

コンハツ（６・７・８・９月）、ウスキテン

グタケ（９・10月）、ウスキモリノカサ（６

月）、ウスヒラタケ（１・９・10・11・12月）、

ウスベニイタチタケ（４月）、ウチワタケ

（１・６・９・11月）、ウラグロニガイグチ

（６・８・９月）、ウラベニガサ（４・５・

６・８・９・10・11・12月）、ウラベニガサ

属の一種（６・12月）、ウロコタケ科（１月）、

エゴノキタケ（１・２・３・７・８・10・

11・12 月）、エセオリミキ（４・７月）、エ

ノキタケ（１・２・11・12月）、エビウラタ

ケ（２・12月）、オオウロコタケ？（１月）、

オオチリメンタケ（写真１）（１・２・３・

６・７・８・10・11・12月）、オオツルタケ

（９月）、オオホウライタケ（６・7・８・

９・10 月）、オオヤシャイグチ（９月）、オ

キナクサハツ（６・９月）、オシロイタケ

（９・10・11 月）、オニタケ（７・９月）、

オリーブサカズキタケ（８月）、オロシタケ

（１・11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か行 

カイガラタケ（１・２・３・７・９・10・

11・12 月）、カミウロコタケ（１月）、カラ

ムラサキハツ（４月）、カレバキツネタケ

（６・７月）、カワラタケ（１・２・３・４・

７・９・10・11・12月）、ガンタケ（６・９

月）、キアシグロタケ（６・９月）、キウロ

コタケ（３・11月）、キクラゲ（１・２・３・

４・５・６・11・12月）、キシメジ科の一種

（10・11月）、キショウゲンジ（６・10月）、

キチャハツ（７月）、キツネタケ（６月）、

キツネノハナガサ（８月）、キヌハダタケモ

ドキ（１・３・４・12月）、キヒラタケ（12

月）、キララタケ（４・11 月）、クサイロハ

ツ（７・８月）、クサウラベニタケ（６・11

月）、クサハツ（６・８・９・10 月）、クジ

ラタケ（１・２・３月）、クダアナタケ？（１・

２・３・12月）、クヌギタケ属の一種（６月）、

 
写真１ オオチリメンタケ 
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クリイロイグチモドキ（７月）、クリイロカ

ラカサタケ（６月）、クロコブタケ（１・２・

３・12月）、クロタマゴテングタケ（６・７・

９月）、クロツブヌメリイグチ（青木氏仮称）

（９月）、クロハツ（６・８・９・10月）、ク

ロハツモドキ（９月）、クロハナビラニカワ

タケ（２・３・４・12月）、ケショウハツ（６・

８・９月）、コウジタケ（６・10 月）、コウ

ヤクタケ科（２・３月）、コガネウスバタケ？

（11 月）、コガネカレバタケ（４月）、コガ

ネニカワタケ（２月）、コカブイヌシメジ（11

月）、コテングタケモドキ（６・７・８・９・

10月）、コトヒラシロテングタケ（７・９月）、

コナカブリテングタケ（８・９月）、コフキ

サルノコシカケ（１・２・６・７・９・10・

11月）、ゴムタケ（写真２）（４・６・７月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ行 

サガリハリタケ（１・３・６・11・12 月）、

サクラタケ（11月）、サルノコシカケ科（１・

２・３・６・７・８・10・11・12月）、シイタ

ケ（１・２・３・４・６・11・12月）、シッ

クイタケ（１・２・３・６・12月）、シハイ

タケ（１・11・12月）、シロイボカサタケ（７

月）、シロオニタケ（８・９月）、シロカイ

メンタケ（２月）、シロカノシタ（11 月）、

シロキクラゲ（１月）、シロゲカヤタケ（11

月）、シロニカワタケ（３・12 月）、シロニ

セトマヤタケ（11月）、シロハツ（７・９・

10月）、シロホウライタケ属の一種（６月）、

スエヒロタケ（１・２・３・４・11・12月）、

スギエダタケ（10・11月）、スジウチワタケ

モドキ（６・８月）、スジオチバタケ（６・

７月）、スッポンタケ（11 月）、スミゾメヤ

マイグチ（９月）、スルメタケ（写真３）（１・

２・９・11・12月）、センベイタケ（１・２・

６・８・12月）、センボンイチメガサ（９・

10・11月）、センボンクヌギタケ（１・３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た行 

ダイダイガサ（６・７・８・９・10・11月）、

ダイダイタケ（12 月）、タマキクラゲ（２・

３・４月）、タマゴタケ（写真４）（６・９月）、

タマチョレイタケ（３・４月）、チシオタケ

（10・11月）、チチタケ属の一種（６・７・

10月）、チャウロコタケ（１・２・３・６・

９・10・11・12月）、チャカイガラタケ（１・

２・３・４・９・10・11・12月）、チャコブ

タケ（２・３・11・12月）、チャツムタケ（６・

11月）、チャツムタケ属（６・７・９・10月）、

チャヌメリカラカサタケ（８月）、チャヒラ

タケ（６・８月）、チャヒラタケ属の一種（９

月）、チャワンタケ科（４・10 月）、チリメ

ンタケ（１・８・10・11・12月）、ツエタケ

（広義）（６・７・８・９・10 月）、ツノフ

リタケ（８月）、ツノマタタケ（８月）、ツ

ブイボタケ？（９月）、ツヤウチワタケ（１・

２・３・４・６・７・８・９・10・11・12

月）、ツヤナシマンネンタケ？（12 月）、ツ

 
写真２ ゴムタケ 

 

 
写真３ スルメタケ 
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ルタケ（６・７・８・９月）、テングタケ（７・

９・10月）、テングタケダマシ（６・７・８・

９・10月）、ドウシンタケ（７・９・10月）、

ドクツルタケ（６・７・８・９・10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な行 

ナカグロモリノカサ（６・８・９月）、ナヨ

タケ（４・10月）、ナラタケ（広義）（１・５・

11・12月）、ナラタケモドキ（８月）、ニガク

リタケ（１・３・９・10・11・12 月）、ニク

ウスバタケ（１・２・３・９・11・12 月）、

ニクハリタケ（３月）、ニセコナカブリ（６

月）、ニセニクハリタケ（１・２・３・８・

９・11・12 月）、ヌメリスギタケモドキ（11

月）、ヌルデタケ（３月）、ネンドタケ（１・

２・３・４・９・10・11・12 月）、ネンドタ

ケモドキ（１・３・11 月）、ノイバラハルシ

メジ（写真５）（４月）、ノウタケ（７・８・

９・10・11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は行 

ハイイロイタチタケ（６・７・８・９・10・

11月）、ハイイロオニタケ（写真６）（９月）、

ハカワラタケ（１・２・３・９・11・12月）、

ハダイロガサ？（11 月）、ハナオチバタケ

（６・７・９月）、ハナビラニカワタケ（１・

２・３・７・９・10・11・12月）、ハラタケ

属の一種（９・10月）、ハリガネオチバタケ

（８月）、ヒイロタケ（１・２・３・10・11・

12 月）、ヒイロベニヒダタケ？（６月）、ヒ

トヨタケ属の一種（11月）、ヒビワレシロハ

ツ（６・７・８・９・10月）、ヒメアワタケ

（８月）、ヒメキクラゲ（１・２・３・４・

11・12 月）、ヒメコナカブリツルタケ（10

月）、ヒメシロアミタケ（１・２・３・４・

10・11月）、ヒメシロカイメンタケ（１・２・

３・６・12 月）、ヒメスギタケ（６月）、ビ

ョウタケ（９月）、ヒラタケ（１・２・３・

４・11・12月）、フウセンタケ科の一種（４・

６・10・11月）、フクロシトネタケ（３・４

月）、フクロツルタケ（９月）、フユノスギ

カワタケ（１・２・３月）、ベニカノアシタ

ケ（８月）、ベニタケ属の一種（６・７・８・

９・10月）、ベニヒダタケ（６・10月）、ヘ

ビキノコモドキ（８・９月）、ホウキタケ科

の一種（８月）、ホウネンタケ（１・２・３・

８・11 月）、ホウロクタケ（２・３月）、ボ

タンイボタケ（７・８・９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ タマゴタケ 

 

 

写真５ ノイバラハルシメジ 

 

 

写真６ ハイイロオニタケ 
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ま行 

マントカラカサタケ（９・10月）、マンネン

タケ（６月）、ミダレアミタケ（１・２・12

月）、ミドリニガイグチ（８・９月）、ミノ

タケ（１・11・12月）、ミヤマチャウロコタ

ケ（１・２月）、ムササビタケ（写真７）（１・

４・６・７・９・10・11・12月）、ムジナイ

ッポンシメジ（城川氏仮称）（６月）、ムジ

ナタケ（10月）、ムラサキゴムタケ（11月）、

ムラサキシメジ（10・11月）、モエギビョウ

タケ（１月）、モチゲチチタケ（仮称）（９

月）、モミジウロコタケ（１・２月）、モリ

ノカレバタケ属の一種（６・７・８・９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や行 

ヤグラタケ（９月）、ヤケイロタケ（１・２・

３・11・12月） 

ら行 

ルリハツタケ（10月） 

わ行 

ワサビカレバタケ（８・９月）、ワサビタケ

（写真８）（11月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.おわりに 

１）船橋県民の森に足かけ 13 年通って見つ

けたきのこの種類は 213 種類余、他の定点

観察場所の手賀の丘公園、増尾城址公園に

比べると多くはありませんが、ゴムタケ、

シロニカワタケ、スルメタケ、ツブイボタ

ケ？、ネンドタケモドキ、ノイバラハルシ

メジ、ハイイロオニタケ、ムラサキゴムタ

ケの８種類は、長い観察歴に照らしても此

の森でしか見たことはありません。 

 

２）伐木、倒木の集積場が何か所もあり、そ

のまま土に帰るまで放置してあるので、藪

が薄くなる冬場の材上生菌観察にはもって

こい、付表 1 に自宅近くで定点観察してい

る四公園で見られるきのこを一覧にしまし

たが、アナタケ、アラゲニクハリタケ、イ

チョウタケ、ウスヒラタケ、オオウロコタ

ケ、オオチリメンタケ、オリーブサカズキ

タケ、カミウロコタケ、キウロコタケ、キ

ヌハダタケモドキ、クダアナタケ、クロコ

ブタケ、コガネウスバタケ、シハイタケ、

シロカイメンタケ、スギカワタケ、チシオ

タケ、チャコブタケ、チャツムタケ、チャ

ヒラタケ、チリメンタケ、ツヤナシマンネ

ンタケ、ナラタケモドキ、ニセコナカブリ、

ヌルデタケ、ヒイロベニヒダタケ、ヒメス

ギタケ、ビョウタケ、ホウライタケ、ミノタ

ケ、ミヤマチャウロコタケ、ワサビタケは、

四公園の中では此処にしか見られません。 

 

３）特に、イヌシデの切り株、伐木、倒木に

発生するオオチリメンタケ（写真１）とチ

リメンタケは個体数が多く、見事な景色を

見せてくれます。両者の区別は便宜的に、

傘表面に緑色の苔が生えているものをオ

オチリメンタケ、生えていないものをチリ

メンタケとしています。オオチリメンタケ

の方が管孔が整然としていて、チリメンタ

ケはやや乱れているようです。 

 
写真７ ムササビタケ 

 

 

写真８ ワサビタケ 
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４）ゴムタケ（写真２）とムラサキゴムタケ

も船橋県民の森で初めて見つけました。ゴ

ムタケは春から初夏に、ムラサキゴムタケ

は秋遅くコナラの倒木に発生していました。 

 

５）しなやかで強靭な肉質のスルメタケ（写

真３）は手で千切ろうにも簡単にはちぎれ

ず、まるでスルメのよう。広葉樹の切り株

や倒木に傘を重ねて発生し、此処では普通

に見かけます。管孔は微細で肉眼では分か

りませんが、40～50 倍に拡大すると、ヌメ

リを帯びた白い多角形の管孔が 1㎜に 5～7

個並んでいるのが認められます。 

 

６）キタマゴタケは増尾城址公園、手賀の丘

公園、下田の杜（以上柏市）、五本松公園（我

孫子市）、根木内歴史公園（松戸市）など自

宅近くの公園でよく見かけますが、タマゴ

タケ（写真４）が見られるのは近場では船

橋県民の森だけです。筑波山や市原県民の

森まで遠征すれば出逢えますが、都市公園

としては貴重な場所と思われます。 

 

７）毎年４月中旬にサクラ樹下に見られるノ

イバラハルシメジ（写真５）は、多い年は

足の踏み場もないほど発生します。ウメハ

ルシメジより小型ですが、歯切れのよい食

感は似ており、佃煮や天麩羅にすると美味

しいです。ケヤキやノイバラの樹下にも発

生するようですが、ここ以外には未だ探し

あぐねております。 

 

８）千葉菌類談話会会員のＦさんからは、い

つも珍菌発生の貴重な情報を頂戴します。

ハイイロオニタケ（写真６）も発生場所の

地図付きでメールをいただき、早速出かけ

て写真に収めたもの、何処にでも出る菌で

はなさそうです。 

 

９）シイタケ栽培の廃榾木置き場に発生する

シイタケの収穫はここを訪れる楽しみのひ

とつですが、不朽の進んだ榾木には他にも

ヒメスギタケやムササビタケ（写真７）が

発生し、後者は榾木全面を覆うほどに群生

します。センボンムササビタケと呼びたく

なるほどです。 

 

10）柏市の自宅に近く主な定点観察場所にし

ている四か所の公園で見つけたきのこは付

表１に示すように約400種類、そこそこの、

森林が残る自然度が高い公園では、真面目

に観察を続ければ200～300種類のきのこを

見つけることができ、それらを種名と食毒

も含めて識別できるようになれば、誰でも

がちょっとした町のきのこ博士になれるで

しょう。 

 

 

―＊－＊－＊－ 

 

・会報29号に柏市増尾公園、32号に柏市手賀丘公園、

35 号に我孫子市五本松公園の記録が掲載されていま

すので、あわせてご覧ください。 

 

・文中にある“青木氏仮称”は青木実氏、“城川氏仮称”

は、城川四郎氏によるものです。   

詳しくは、青木実著『日本きのこ検索図版』（ 日本き

のこ同好会 編、2006 年）、城川四郎著・  神奈川

キノコの会編『検証 キノコ新図鑑』（筑波書房、2017

年）をご覧ください。（編） 
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

1 アイゾメクロイグチ 〇 〇 〇 〇 

2 アイタケ   〇 〇   

3 ｱｲﾊﾞｶﾗﾊﾂﾓﾄﾞｷ（仮称）     〇 〇 

4 アイバシロハツ 〇 〇 〇   

5 アオゾメタケ   〇   〇 

6 ｱｵﾐﾄﾞﾘﾀﾏｺﾞﾃﾝｸﾞﾀｹ 〇     〇 

7 アカキツネガサ 〇 〇 〇 〇 

8 アカコウヤクタケ？   〇     

9 アカチャツエタケ   〇   〇 

10 アカヒダワカフサタケ 〇       

11 アカヤマタケ属の一種 〇       

12 アカヤマドリ 〇       

13 アクニオイタケ   〇     

14 アケボノアワタケ 〇     〇 

15 アケボノドクツルタケ       〇 

16 アシグロタケ 〇 〇   〇 

17 アシナガイタチタケ 〇 〇 〇   

18 アシナガタケ 〇 〇   〇 

19 アシブトアミガサタケ   〇   〇 

20 ｱｼﾎﾞｿﾉﾎﾞﾘﾘｭｳﾀｹ 〇       

21 アセタケ属の一種 〇 〇 〇 〇 

22 アナタケ       〇 

23 アマタケ 〇 〇     

24 アミガサタケ 〇 〇   〇 

25 アミスギタケ 〇 〇   〇 

26 アミヒラタケ   〇     

27 アラゲカワラタケ   〇   〇 

28 アラゲキクラゲ 〇 〇 〇 〇 

29 アラゲニクハリタケ       〇 

30 アワタケ 〇 〇 〇 〇 

31 アンズタケ 〇 〇     

32 アンズタケ属の一種 〇 〇 〇   

33 アンズタケモドキ   〇     

34 イグチ属の一種 〇 〇 〇 〇 

35 イタチタケ 〇 〇 〇 〇 

付表１ 四公園に発生するきのこ一覧 
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

36 イタチナミハタケ 〇 〇   〇 

37 イチョウタケ       〇 

38 イヌセンボンタケ 〇 〇   〇 

39 イボテングタケ   〇     

40 イロガワリ 〇 〇     

41 イロガワリキヒダタケ 〇       

42 ウコンハツ 〇 〇 〇 〇 

43 ウスキテングタケ 〇 〇 〇 〇 

44 ウスキモミウラモドキ 〇 〇     

45 ウスキモリノカサ 〇 〇 〇 〇 

46 ウスヒラタケ       〇 

47 ウスベニイタチタケ   〇   〇 

48 ウチワタケ 〇 〇   〇 

49 ウラグロニガイグチ     〇 〇 

50 ウラスジチャワンタケ   〇     

51 ウラベニガサ   〇   〇 

52 ウラベニガサ属の一種       〇 

53 エゴノキタケ   〇 〇 〇 

54 エセオリミキ 〇     〇 

55 エノキタケ 〇 〇   〇 

56 エビウラタケ     〇 〇 

57 エリマキツチグリ   〇     

58 オオウロコタケ？       〇 

59 オオキヌハダトマヤタケ   〇     

60 オオチャワンタケ 〇       

61 オオチリメンタケ       〇 

62 オオツエタケ 〇       

63 オオツルタケ 〇 〇 〇 〇 

64 オオヒラタケ   〇     

65 オオホウライタケ 〇 〇 〇 〇 

66 オオヤシャイグチ 〇 〇 〇 〇 

67 オキナクサハツ 〇 〇 〇 〇 

68 オシロイタケ 〇     〇 

69 オトメノカサ     〇   

70 オニイグチ 〇   〇   

71 オニタケ 〇 〇 〇 〇 
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

72 オリーブサカズキタケ       〇 

73 オロシタケ   〇 〇 〇 

74 カイガラタケ 〇 〇   〇 

75 カバイロツルタケ   〇     

76 カバイロトマヤタケ   〇     

77 カミウロコタケ       〇 

78 カヤタケ属の一種 〇 〇     

79 カラムラサキハツ 〇 〇 〇 〇 

80 カレエダタケ 〇 〇     

81 カレバキツネタケ 〇 〇   〇 

82 カレバハツ 〇   〇   

83 カワラタケ 〇 〇   〇 

84 カワリハツ 〇 〇 〇   

85 カンゾウタケ 〇       

86 ガンタケ 〇 〇 〇 〇 

87 キアシグロタケ   〇   〇 

88 キアミアシイグチ 〇 〇 〇   

89 キウロコタケ       〇 

90 キクバナイグチ 〇       

91 キクラゲ 〇 〇 〇 〇 

92 キシメジ科 〇 〇 〇 〇 

93 キショウゲンジ 〇     〇 

94 キタマゴタケ 〇 〇 〇   

95 キチャハツ 〇 〇 〇 〇 

96 キチリメンタケ   〇     

97 キッコウアワタケ 〇 〇     

98 キツネタケ 〇 〇   〇 

99 キツネノカラカサ 〇 〇     

100 ｷﾂﾈﾉｶﾗｶｻ属の一種     〇   

101 キツネノタイマツ 〇       

102 キツネノハナガサ 〇 〇   〇 

103 キツネハツ 〇 〇     

104 キニガイグチ 〇   〇   

105 キヌハダタケモドキ       〇 

106 キヌハダニセトマヤタケ 〇       

107 キヒダタケ   〇 〇   
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

108 キヒラタケ 〇   〇 〇 

109 ｷﾎﾞﾘﾆｱ･ｸﾞﾗｷﾘﾍﾟｽ   〇     

110 キララタケ 〇 〇   〇 

111 キリンタケ 〇 〇     

112 クサイロハツ 〇 〇 〇 〇 

113 クサウラベニタケ 〇 〇 〇 〇 

114 クサハツ 〇 〇 〇 〇 

115 クサハツモドキ 〇 〇     

116 クシノハシワタケ   〇 〇   

117 クジラタケ   〇   〇 

118 クズヒトヨタケ 〇       

119 クダアナタケ       〇 

120 クヌギタケ属の一種   〇   〇 

121 クラガタノボリリュウタケ   〇     

122 クリイロイグチ 〇   〇   

123 クリイロイグチモドキ 〇 〇 〇 〇 

124 クリイロカラカサタケ   〇   〇 

125 クリカワヤシャイグチ 〇       

126 クリタケ   〇     

127 ｸﾛｱｼﾎﾞｿﾉﾎﾞﾘﾘｭｳﾀｹ   〇     

128 クロコタマゴテングタケ 〇   〇   

129 クロコブタケ       〇 

130 クロタマゴテングタケ 〇 〇 〇 〇 

131 ｸﾛﾂﾌﾞﾇﾒﾘｲｸﾞﾁ（仮称）     〇 〇 

132 クロトマヤタケモドキ 〇 〇     

133 クロニガイグチ 〇       

134 クロノボリリュウタケ 〇 〇     

135 クロハツ 〇 〇 〇 〇 

136 クロハツモドキ 〇 〇 〇 〇 

137 クロハナビラタケ 〇       

138 クロハナビラニカワタケ 〇     〇 

139 クロフチシカタケ 〇 〇     

140 クロホコリタケ 〇   〇   

141 ケショウハツ 〇 〇 〇 〇 

142 コウジタケ 〇 〇 〇 〇 

143 コウモリタケ 〇       
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

144 コウヤクタケ科の一種       〇 

145 コオニイグチ   〇 〇   

146 コガネウスバタケ？       〇 

147 コガネカレバタケ   〇   〇 

148 コガネツムタケ   〇     

149 コガネニカワタケ 〇 〇   〇 

150 コカブイヌシメジ 〇 〇 〇 〇 

151 コキララタケ   〇     

152 コクサウラベニタケ？ 〇 〇 〇 〇 

153 ｺｹﾞﾁｬｲﾇｼﾒｼﾞ（仮称） 〇 〇 〇   

154 コゲチャイロガワリ 〇 〇 〇   

155 コザラミノシメジ 〇 〇     

156 コショウイグチ 〇       

157 コタマゴテングタケ 〇   〇   

158 コテングタケ   〇     

159 コテングタケモドキ 〇 〇 〇 〇 

160 コトヒラシロテングタケ 〇 〇 〇 〇 

161 コナカブリテングタケ   〇 〇 〇 

162 コナカラカサモドキ 〇       

163 コバヤシアセタケ 〇 〇     

164 コフキサルノコシカケ   〇 〇 〇 

165 コブミノカヤタケ   〇     

166 ゴムタケ       〇 

167 コムラサキシメジ 〇 〇     

168 サガリハリタケ   〇   〇 

169 サクラタケ 〇 〇   〇 

170 サケバタケ   〇     

171 ササクレフウセンタケ   〇     

172 サマツモドキ   〇 〇   

173 ザラエノハラタケ 〇 〇 〇   

174 ザラエノヒトヨタケ 〇 〇     

175 ｻﾙﾉｺｼｶｹ科の一種   〇   〇 

176 シイタケ 〇     〇 

177 シックイタケ   〇   〇 

178 シハイタケ       〇 

179 シラゲアセタケ   〇     
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

180 シラタマタケ 〇 〇     

181 シロアンズタケモドキ   〇     

182 シロイボカサタケ   〇   〇 

183 シロオニタケ 〇 〇 〇 〇 

184 シロカイメンタケ       〇 

185 シロカノシタ 〇     〇 

186 シロキクラゲ 〇 〇   〇 

187 シロゲカヤタケ   〇 〇 〇 

188 シロコナカブリ 〇       

189 シロサクラタケ   〇     

190 シロソウメンタケ   〇     

191 シロツルタケ 〇   〇   

192 シロテングタケ 〇 〇     

193 シロニカワタケ       〇 

194 シロニセトマヤタケ 〇 〇 〇 〇 

195 シロハツ 〇 〇 〇 〇 

196 シロハツモドキ 〇   〇   

197 シロヒメカラカサタケ   〇     

198 シロペンキタケ     〇   

199 ｼﾛﾎｳﾗｲﾀｹ属の一種       〇 

200 シワナシオキナタケ   〇     

201 スエヒロタケ 〇 〇 〇 〇 

202 スギエダタケ 〇 〇 〇 〇 

203 スギカワタケ 〇     〇 

204 スギタケ属の一種 〇       

205 スジウチワタケモドキ 〇 〇 〇 〇 

206 スジオチバタケ 〇     〇 

207 スッポンタケ 〇 〇   〇 

208 スミゾメヤマイグチ 〇 〇   〇 

209 スルメタケ       〇 

210 センベイタケ 〇 〇   〇 

211 センボンイチメガサ 〇 〇   〇 

212 センボンクヌギタケ   〇   〇 

213 ダイダイガサ 〇 〇   〇 

214 ダイダイタケ   〇   〇 

215 タヌキノチャブクロ   〇     
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

216 タマアセタケ     〇   

217 タマキクラゲ 〇     〇 

218 タマゴタケ       〇 

219 タマゴタケモドキ     〇   

220 タマゴテングタケモドキ 〇 〇     

221 タマチョレイタケ 〇     〇 

222 チシオタケ       〇 

223 チチアワタケ   〇 〇   

224 チチタケ 〇   〇   

225 チチタケ属の一種 〇 〇 〇 〇 

226 チビホコリタケ   〇     

227 チャウロコタケ   〇   〇 

228 チャカイガラタケ   〇   〇 

229 チャコブタケ       〇 

230 チャニガイグチ 〇   〇   

231 チャツムタケ       〇 

232 チャツムタケ属の一種       〇 

233 チャヌメリカラカサタケ 〇 〇 〇 〇 

234 チャヒラタケ       〇 

235 チャヒラタケ属の一種 〇 〇   〇 

236 チャワンタケ属の一種   〇   〇 

237 チリメンタケ       〇 

238 ツエタケ（広義） 〇 〇   〇 

239 ツチイチメガサ 〇       

240 ツチカブリ 〇   〇   

241 ツチグリ 〇 〇 〇   

242 ツチナメコ 〇 〇     

243 ツノフノリタケ 〇 〇   〇 

244 ツノマタタケ   〇   〇 

245 ﾂﾊﾞｷｷﾝｶｸﾁｬﾜﾝﾀｹ 〇       

246 ツバナシフミヅキタケ 〇 〇     

247 ツブイボタケ？       〇 

248 ツブカラカサタケ   〇     

249 ツヤウチワタケ 〇 〇   〇 

250 ツヤナシマンネンタケ       〇 

251 ツルタケ 〇 〇 〇 〇 
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    柏市 柏市 我孫子市 船橋市 

No. 菌種名 増尾城址公園 手賀の丘公園 五本松公園 船橋県民の森 

252 ツルタケダマシ 〇       

253 テングタケ 〇 〇 〇 〇 

254 テングタケダマシ 〇 〇 〇 〇 

255 テングツルタケ 〇 〇 〇   

256 ドウシンタケ 〇 〇 〇 〇 

257 トガリアミガサタケ 〇       

258 トガリツキミタケ     〇   

259 トキイロヒラタケ 〇 〇     

260 ドクツルタケ 〇 〇 〇 〇 

261 ドクベニタケ 〇       

262 ナガエノチャワンタケ 〇 〇     

263 ナカグロヒガサタケ 〇 〇     

264 ﾅｶｸﾞﾛﾋﾒｶﾗｶｻﾀｹ   〇 〇   

265 ナカグロモリノカサ 〇 〇 〇 〇 

266 ナヨタケ   〇 〇 〇 

267 ナヨタケ属の一種 〇 〇     

268 ナラタケ（広義） 〇 〇   〇 

269 ナラタケモドキ       〇 

270 ニオイアシナガタケ 〇       

271 ニオイキシメジ 〇   〇   

272 ニオイコベニタケ 〇 〇     

273 ニオイワチチタケ 〇       

274 ニガイグチ属の一種   〇     

275 ニガイグチモドキ 〇       

276 ニガクリタケ 〇 〇 〇 〇 

277 ニクウスバタケ 〇 〇   〇 

278 ニクハリタケ       〇 

279 ニセクサハツ 〇 〇 〇   

280 ニセコナカブリ       〇 

281 ニセショウロ属の一種   〇     

282 ニセニクハリタケ   〇 〇 〇 

283 ニセヒメチチタケ 〇       

284 ニセマツカサシメジ   〇     

285 ニッケイタケ 〇 〇 〇   

286 ヌメリガサ属の一種   〇 〇   

287 ヌメリスギタケモドキ   〇   〇 
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288 ヌルデタケ       〇 

289 ネンドタケ   〇   〇 

290 ネンドタケモドキ       〇 

291 ノイバラハルシメジ       〇 

292 ノウタケ 〇 〇 〇 〇 

293 ハイイロイタチタケ 〇 〇 〇 〇 

294 ハイイロオニタケ       〇 

295 ハイカグラテングタケ   〇     

296 ハカワラタケ   〇   〇 

297 ハダイロガサ     〇 〇 

298 ハダイロニガシメジ 〇       

299 ハタケシメジ 〇 〇     

300 ハタケチャダイゴケ 〇 〇     

301 ハチノスタケ 〇 〇   〇 

302 ハナオチバタケ 〇 〇 〇 〇 

303 ハナビラニカワタケ 〇     〇 

304 ハラタケ属の一種 〇 〇 〇 〇 

305 ハリガネオチバタケ 〇 〇   〇 

306 ヒイロタケ   〇   〇 

307 ヒイロベニヒダタケ       〇 

308 ヒカゲウラベニタケ 〇       

309 ヒトヨタケ 〇       

310 ヒトヨタケ属の一種   〇   〇 

311 ヒナアンズタケ     〇   

312 ヒビワレシロハツ 〇 〇 〇 〇 

313 ヒメアワタケ 〇 〇 〇 〇 

314 ヒメウグイスイグチ 〇       

315 ヒメカタショウロ 〇       

316 ヒメカバイロタケ   〇 〇   

317 ヒメカンムリタケ   〇     

318 ヒメカンムリツチグリ 〇       

319 ヒメキクラゲ 〇 〇   〇 

320 ヒメコナカブリツルタケ 〇 〇 〇 〇 

321 ヒメシロアミタケ   〇   〇 

322 ヒメシロカイメンタケ   〇 〇 〇 

323 ヒメスギタケ       〇 
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324 ヒメヒガサヒトヨタケ 〇 〇     

325 ヒメホコリタケ   〇     

326 ヒメムラサキシメジ   〇     

327 ヒメモグサタケ   〇     

328 ヒメワカフサタケ     〇   

329 ビョウタケ       〇 

330 ヒラタケ 〇 〇   〇 

331 ヒラフスベ   〇     

332 ビロードツエタケ   〇     

333 ヒロハウスズミチチタケ 〇       

334 ヒロハシデチチタケ 〇 〇     

335 ヒロハチチタケ？   〇     

336 フウセンタケ属の一種 〇 〇 〇 〇 

337 フクロシトネタケ   〇   〇 

338 フクロツチガキ 〇 〇 〇   

339 フクロツルタケ 〇 〇 〇 〇 

340 ブドウタケ   〇     

341 ブドウニガイグチ   〇 〇   

342 フミヅキタケ 〇 〇     

343 ベッコウタケ   〇     

344 ベニカノアシタケ       〇 

345 ベニタケ属の一種 〇 〇 〇 〇 

346 ベニヒダタケ 〇 〇   〇 

347 ヘビキノコモドキ 〇 〇 〇 〇 

348 ヘビキノコモドキ近縁種   〇     

349 ホウキタケ科       〇 

350 ホウネンタケ 〇     〇 

351 ホウライタケ属の一種     〇   

352 ホウロクタケ       〇 

353 ホコリタケ 〇 〇 〇   

354 ボタンイボタケ 〇 〇 〇 〇 

355 マツオウジ 〇 〇     

356 マツカサキノコモドキ   〇     

357 マメホコリ   〇     

358 マントカラカサタケ 〇 〇 〇 〇 

359 マンネンタケ 〇 〇   〇 
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360 ミイノモミウラモドキ 〇       

361 ミイロアミタケ 〇       

362 ミダレアミタケ 〇     〇 

363 ミドリスギタケ   〇     

364 ミドリニガイグチ 〇 〇 〇 〇 

365 ミノタケ       〇 

366 ミヤマタマゴタケ   〇     

367 ミヤマチャウロコタケ       〇 

368 ムササビタケ   〇   〇 

369 ﾑｼﾞﾅｲｯﾎﾟﾝｼﾒｼﾞ（仮称）       〇 

370 ムジナタケ 〇 〇   〇 

371 ムラサキゴムタケ       〇 

372 ムラサキシメジ 〇 〇 〇 〇 

373 ムラサキヤマドリタケ 〇 〇 〇   

374 モエギタケ科   〇     

375 モエギビョウタケ   〇 〇 〇 

376 モチゲチチタケ（仮称）   〇   〇 

377 モミジウロコタケ 〇     〇 

378 モリノカレバタケ 〇 〇     

379 ﾓﾘﾉｶﾚﾊﾞﾀｹ属の一種 〇 〇 〇 〇 

380 ヤグラタケ       〇 

381 ヤケアトツムタケ 〇 〇     

382 ヤケイロタケ 〇 〇   〇 

383 ヤシャイグチ 〇 〇     

384 ヤナギマツタケ 〇       

385 ヤブレベニタケ 〇 〇 〇   

386 ヤマドリタケモドキ 〇 〇 〇   

387 ユキラッパタケ 〇 〇     

388 ルリハツタケ     〇 〇 

389 ワカフサタケ属の一種 〇   〇   

390 ワサビカレバタケ       〇 

391 ワサビタケ       〇 

392 ワタカラカサタケ   〇 〇   

計   225種 256種 132種 213種 

 

 


